
新
島
襄
の
旅
行
日
記

新
畠
襲
は
突
に
ょ
く
旅
を
し
た
人
で
あ

り
、
ま
め
に
旅
行
H
祀
を
心
U
き
と
め
た
人
で

あ
っ
た
旅
先
で
も
塒
問
ナ
姦
為
に
過
こ
さ

な
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
例
え
る

そ
の
日
祀
を
上
.
肌
め
ば
、
旅
の
Π
的
は
も
ち

ろ
ん
大
体
の
旅
梦
Z
知
る
こ
と
が
で
き
る

託
述
に
精
粗
は
あ
る
が
一
串
で
食
べ
た
も

の
や
蝉
渋
し
た
場
所
ま
で
分
る
の
が
あ
る

わ
た
し
が
機
会
あ
る
こ
と
に
新
島
ゆ
か
り

の
地
ナ
栃
ね
歩
い
た
の
は
、
そ
の
旅
行
U
記

が
い
つ
も
今
載
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。

新
島
の
旅
先
や
U
的
な
ど
に
つ
い
て
こ
こ

で
霄
く
必
要
は
あ
る
ま
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で

の
長
年
の
生
活
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

佃
わ
せ
る
旅
が
あ
る
夏
休
み
の
旅
で
あ
る
。

た
い
て
い
八
市
大
人
岡
伴
で
、
゛
情
が
許
す

か
ぎ
り
時
問
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
い
る

Ⅷ
1

時
の
日
本
人
に
は
な
い
習
惨
だ
っ
た
。

見
て
も
ら
う
本

同
志
朴
創
立
1
3
0
周
咋
記
念
に
、
新
島

の
足
跡
ガ
イ
ド
ブ
ヅ
ク
(
川
内
)
を
霄
く
よ

う
記
念
事
業
喬
公
本
か
ら
い
わ
れ
た
と
き
、

同
志
社
の
学
生
乍
徒
を
対
象
に
し
た
本
だ
ろ

う
と
、
わ
た
し
は
勝
下
に
決
め
て
し
ま
っ
た

今
も
そ
う
思
っ
て
い
る

円
歳
台
の
若
行
向
け
だ
か
ら
、
写
貞
を
卞

に
し
た
本
に
す
轟
も
り
だ
っ
た
で
き
れ

ば
モ
斐
地
域
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
も
人
れ
た

か
つ
九

予
算
と
時
剛
の
関
係
で
そ
れ
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
き
、
今
ふ
う
に
い
ぇ
ぱ

頭
の
小
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
改
め
て
立
て

た
構
想
は
、
日
本
列
島
の
北
か
ら
南
へ
か
け

て
、
な
る
べ
く
簡
単
な
説
明
を
羅
列
す
る
と

い
う
常
套
的
な
や
り
方
で
あ
っ
た
。
実
用
性

の
こ
と
し
か
頭
に
一
存
か
ぱ
な
か
っ
た
。

樹
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
で
の
新
島
の
旅

程
を
ど
う
書
く
か
で
あ
っ
た
。
春
休
み
に
で

も
友
だ
ち
と
そ
の
コ
ー
ス
を
辿
っ
て
み
ょ
う

と
思
、
つ
打
者
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。
重
複
を

瓜
知
で
説
明
を
加
え
て
は
み
た
も
の
の
、

は

た
し
て
ガ
イ
ド
の
役
に
立
つ
か
ど
う
か

新
島
襄
を
感
じ
る
場
所

現
在
な
ら
時
間
的
に
は
何
ほ
ど
の
こ
と
も

な
い
上
地
で
も
、
新
島
の
時
代
は
船
と
人
力

屯
と
、
せ
い
ぜ
い
馬
か
駕
篭
だ
っ
た
。
少
し

遠
距
蹴
だ
と
途
方
も
な
い
時
冏
を
要
し
た
。

そ
の
追
体
験
は
む
ず
か
し
い
が
、
口
的
の

士
地
へ
着
い
た
ら
、
新
島
ゆ
か
り
の
特
定
の

場
所
を
探
し
て
い
た
だ
き
た
い
片
心
し
て

辿
り
着
い
た
ら
、
人
問
新
県
感
じ
ら
れ
る

そ
れ
が
せ
め
て
も
の
願
い
で
あ
る

丁

>
昭

舮
,
、
治
浄

:
、
戸
〆
房
:

'
一
一
、

仁
(
河

法
人
部

f
大
学
職
員
4
人
、
香
里
中
学
校
・
古
琴
学
校

職
員
1
人
、
中
学
校
職
員
1
人
の
計
円
人
で
あ

る
大
谷
賓
総
長
と
野
本
真
也
肌
事
長
か
ら
歓

迎
の
こ
と
ば
松
べ
ら
れ
、
野
本
理
事
長
か
ら

人
ひ
と
り
に
辞
令
が
下
渡
さ
れ
た

同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育
講
演
会

3
打
別
Π
、
 
2
0
0
6
年
'
皮
に
新
た
に
入
社

さ
れ
る
社
員
を
対
象
に
、
同
L
心
社
の
建
学
の
粘

同
志
社
の
歴
史
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教

、

神上
義
等
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

H
的
と
し
て
、
大
ハ
盲
総
長
と
本
井
康
博
大
学

神
〕
託
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
大
学
寒
梅
館
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
同
志
社
キ
リ
ス
ト
教
教
育

心
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
谷
賓
総
長
は
「
同

志
社
の
教
育
体
制
」
、
本
井
康
博
大
学
神
学
部

教
授
は
「
志
の
あ
る
学
園
1
新
島
襄
と
同
志
社

讐
倫
神
」
を
綴
罷
演
さ
れ
た
 
2
0
0

6
年
度
入
社
の
社
員
は
も
と
よ
り
、
出
席
者
は

改
め
て
同
占
社
の
建
学
の
精
神
等
に
想
い
を
馳

せ
、
有
力
義
な
時
冏
を
過
こ
し
た

2
0
0
5
年
度
同
志
社
総
長
表
彰
式

同
志
社
総
長
賞
は
本
法
人
に
お
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
お
よ
ぴ
文
化
活
動
の
国
際
大
会
、
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
お
い
て
人
賞
を
果
た
し
た

優
秀
な
学
生
、
生
徒
ま
た
は
園
児
に
対
し
て
、

総
長
が
こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
0
3
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た
賞
で
あ
る

●
2
0
0
6
年
春
の
叙
・
叙
位

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
倉
敷
下
稔
氏
が
瑞
宝

中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
 
5
月
Ⅱ
Π
国
立
劇
場
大

劇
場
で
仏
達
式
が
行
わ
れ
た

2
0
0
6
年
度
入
社
式

4
月
3
日
、
大
学
神
学
館
礼
仟
堂
に
て
入
社

式
が
行
わ
れ
た
。
本
年
度
の
採
用
は
、
大
学
教

員
N
人
、
女
子
大
学
教
員
円
人
t
県
田
穫
教

R
4
人
、
香
屯
中
学
校
・
'
壁
ツ
校
教
員
5
人
、

女
子
中
学
校
禽
等
学
校
教
員
4
人
、
川
際
小

学
校
・
稾
嘉
穫
教
員
3
人
、
小
学
校
教
貝
1

人
、
小
学
校
教
員
N
人
、
大
学
職
n
8
人
、
女

2
0
0
5
年
度
は
、
大
一
更
か
ら
の
推
薦
を

受
け
て
9
名
の
一
堂
賞
者
を
決
定
し
た
。

表
週
弐
は
、
 
2
0
0
6
年
3
同
部
日
評
議

員
会
終
f
後
に
大
学
神
学
館
礼
仟
堂
で
執
り
行

わ
れ
、
一
讐
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
、

剛

賞
と
し
て
楯
と
鬨
上
"
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
た

大
学

同
志
社
小
学
校
「
明
心
館
」
が
峻
工

2
0
0
5
年
1
打
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た

Ⅲ
志
社
小
学
校
の
校
舎
「
明
心
館
」
が
完
成
、

竣
工
式
が
1
乃
肪
Π
、
大
谷
賓
総
長
、
野
否
<

也
理
事
長
、
八
田
英
学
長
ら
関
係
者
の
出
席

を
得
て
行
わ
れ
た
建
物
は
鉄
骨
・
部
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
建
築
面
積
4
3
4
7
.
m
、

延
床
面
積
7
4
0
6
.
m
で
、
地
上
2
階
建
。
教

室
や
図
妻
土
、
家
庭
科
室
、
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
の

諸
施
設
・
設
備
の
ほ
か
、
校
舎
内
部
に
創
造
性

を
育
む
広
大
な
中
庭
「
チ
ャ
ペ
ル
コ
ー
ト
」
が

あ
る
(
約
2
5
6
Q
m
)
。
ま
た
、
出
入
り
口

を
力
所
に
す
る
な
ど
、
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
い
る
。

式
典
で
は
、
大
<
会
総
長
か
ら
「
小
学
校
開

校
は
創
立
者
暫
裂
の
夢
で
あ
り
、
同
志
社
人

の
責
務
で
あ
っ
た
。
一
貫
教
育
の
充
突
を
図
り
、

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
い
」
と
の
挨

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
刀
↓
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拶
が
あ
っ
た
。

(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
お
よ
び
本
文
桧
頁
参
照
)

学
研
都
市
キ
ャ
ン
バ
ス
計
画

1
例
部
日
、
八
田
英
羣
長
が
山
田
啓
い
小

都
府
知
事
を
訪
問
し
、
畢
研
都
市
キ
ャ
ン
パ

ス
」
開
設
を
椛
告
、
河
合
規
f
木
津
町
長
や
立

石
義
雄
関
西
文
化
山
術
研
究
都
市
推
進
機
構
理

事
長
を
交
え
将
来
構
想
に
つ
い
て
懇
談
し
た

叉

新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ノ

南
東
約
5
キ
ロ
、
旧
キ
ヤ
ノ
ン
「
エ
コ
ロ
ジ
ー

る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
師
床
薬
学
分
野
の
科

目
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
一

翼
を
担
い
う
る
質
の
高
い
薬
剤
師
の
養
成
を
め

ざ
す2

0
0
6
年
度

新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
3
・
4
日

履
修
登
録
・
学
生
生
活
の
相
談
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
教
員
・
友
人
と
の
親
六
X
が

深
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
へ
の
不
安
を

吹
き
飛
ぱ
す
貴
重
な
2
日
問
と
な
っ
た
。

各
学
科
・
学
部
の
開
催
場
所
、
参
加
者
人
数

は
次
の
と
お
り
。

①
日
本
語
日
本
文
学
科
(
於
・
宇
治
・
花
や
し

き
)新

入
生
1
5
7
人
、
リ
ー
ダ
ー
帽
人
、
教
職

員
玲
人

②
現
代
こ
ど
も
学
科
(
於
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
京
都
)
新
入
生
1
1
3
人
、
リ
ー
ダ

1
川
人
、
教
職
員
帽
人

累
学
部
(
於
・
美
杉
り
ゾ
ー
ト
)

新
入
生
1
5
1
人
、
リ
ー
ダ
ー
鈴
人
、
教
職

員
"
人

春
季
り
ト
リ
ー
ト

5
月
舒
・
那
日

「
出
会
い
と
内
己
発
見
へ
の
旅
」
を
テ
ー
マ

に
「
湧
き
出
る
発
想
」
と
題
し
て
三
浦
啓
子
氏

＼

研
究
所
」
跡
地
。
 
1
乃
詑
日
に
キ
ヤ
ノ
ン
(
株
)

と
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
敷
地
面
積
約
5
万

,
m
。
建
物
約
8
5
0
0
.
m
は
改
修
し
「
快
風
館
」

と
命
名
今
出
川
・
京
田
辺
に
続
く
第
3
の
キ

ヤ
ン
パ
ス
と
し
て
、
氏
学
、
健
康
科
学
を
含
め

た
新
た
な
理
上
系
研
究
拠
点
を
月
ざ
す

隣
接
地
に
は
交
流
恊
定
を
結
ん
で
い
る
氏
療

法
人
医
聖
会
の
「
学
研
都
市
病
院
」
が
あ
り
、

連
携
し
て
臨
床
教
育
や
臨
床
研
究
を
進
め
る
予

定
で
、
現
在
開
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
「
生
命

氏
科
学
部
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
」
の

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
利
用
も
見
込
ま
れ
る

国
際
交
流
女
子
寮
が
峻
工

2
0
0
2
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
た
女
子
3
寮

(
べ
タ
ニ
ア
寮
・
鴨
東
寮
・
北
志
寮
)
に
代
わ

る
女
f
寮
が
北
志
寮
跡
地
に
完
成
、
 
3
月
1
日

に
竣
上
式
が
行
わ
れ
た
り
チ
ャ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

と
命
名
さ
れ
た
同
寮
は
、
留
学
生
と
の
交
流
を

大
き
な
日
的
の
一
つ
と
し
て
い
る

定
員
は
日
木
人
学
生
財
人
、
留
学
生
玲
人
の

計
卯
人
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建

築
面
積
3
7
0
,
m
、
延
べ
床
面
積
1
2
8
3
m

で
、
地
上
5
階
建
で
あ
る
こ
れ
で
大
学
の
寮

は
、
男
f
寮
4
、
女
子
寮
3
、
男
女
共
用
の
ア

ー
モ
ス
ト
寮
を
合
わ
せ
て
8
寮
と
な
っ
た

●
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
と
学
術
協
力

交
流
に
関
す
る
協
定
締
結

6
刀
関
Π
、
有
終
館
(
大
学
今
出
川
校
地
)

に
お
い
て
、
八
田
英
一
大
学
長
と
林
敏
彦
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
日
本
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
「
学
術

協
力
及
q
希
交
流
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調

印
し
た
協
定
内
容
は
、
大
学
は
、
同
セ
ン
タ

ー
に
今
出
川
校
地
の
明
徳
館
2
階
約
2
0
0
.
m

を
無
償
提
供
す
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
の
留
学

生
に
図
書
館
な
ど
教
育
施
設
の
利
用
の
便
を
図

る
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
同
志
礼
大
学

の
大
学
院
生
2
人
を
授
業
料
免
除
の
非
正
規
学

生
と
し
て
受
け
人
れ
る
、
と
い
う
も
の

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
が
大
ツ
問
の
協
延
を

結
ぶ
の
は
、
日
本
で
は
東
京
大
学
、
京
都
大
学

に
続
き
3
校
目
0
 
同
セ
ン
タ
ー
は
、
 
1
9
8
9

年
に
日
本
で
の
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
京
都
市

左
京
区
岡
崎
に
竪
さ
れ
た
。

今
回
の
恊
定
締
結
に
ょ
り
、
両
大
学
は
双
方

の
学
生
の
充
実
し
た
交
流
を
目
ざ
し
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
共
同
授
業
の
展
開
等

を
図
る
ほ
か
、
研
究
面
で
は
共
同
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
展
開
に
ょ
り
、
双
方
の
研
究
の
量
的
、

質
的
活
性
化
が
期
行
さ
れ
る

田
長

、

新
晶
乢
厶
舗
堂
に
お
い
て
、
オ
ペ
ラ
ク
ラ

小ス
は
第
円
回
卒
業
公
演
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》

を
行
い
、
右
さ
溢
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
獅
台

を
作
り
上
げ
た

木
年
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
2
5
0
周
年
と

相
ま
っ
て
満
席
の
大
盛
況
と
な
り
、
心
と
き
め

か
せ
る
お
客
様
の
心
と
獅
台
が
つ
に
な
っ

た
、
思
い
悦
休
い
公
演
と
な
っ
た

こ
の
成
功
を
胸
に
さ
ら
な
る
研
讃
を
稙
み
、

次
回
の
第
即
回
記
念
公
演
に
臨
む

薬
学
部
6
年
制
課
程
移
行

2
0
0
5
作
4
月
に
開
設
し
烹
李
部
医
療

一
筆
科
は
、
薬
剤
師
の
国
家
試
験
の
受
験
資
悩

が
法
律
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
、
 
2
0
0

6
圷
4
円
か
ら
6
午
制
課
程
に
全
画
移
行
し

た
近
年
の
践
療
技
術
の
古
農
化
や
医
薬
分
業

の
進
展
に
伴
い
、
一
楽
剤
師
に
は
よ
り
一
侵
な
能

力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
学
6
年
制
カ
リ
キ

ユ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
医
療
現
場
で
肌
床
に
係

詞

し
て
設
置
さ
れ
た
。
大
学
教
育
の
質
的
允
実
に

つ
い
て
の
要
求
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
緩
む
こ
と
は
な
い
本
学
で
は
こ

の
認
識
に
立
っ
て
、
学
生
お
よ
ぴ
社
会
の
要
求

尿
え
ら
れ
る
質
の
高
い
教
育
実
践
の
た
め
の

効
果
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
木
学
の
建
学
の
理

念
・
各
学
部
学
科
の
教
育
Π
標
を
明
確
に
し
、

り
べ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
台
と
専
門
盆
教
育
と
を

融
△
Π
し
つ
?
こ
れ
を
述
成
で
き
る
方
策
を
研

究
会
も
設
け
て
検
討
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
1

女
子
大
学

音
楽
学
科
声
楽
オ
ペ
ラ
公
演
 
3
村
5
0

春
の
到
来
を
つ
げ
る
お
だ
や
か
な
日
差
し
の

●
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
設

2
0
0
6
年
4
打
、
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ

ー
は
木
学
の
教
育
の
継
続
的
な
充
災
と
発
展
を

目
的
と
し
て
、
全
学
的
な
教
行
施
策
の
企
両

開
発
お
よ
ぴ
教
厶
U
活
動
の
改
二
を
行
う
部
署
と

今
後
、
 
F
D
の
推
進
、
教
育
内
容
・
方
法
等

の
改
善
、
授
業
評
価
・
塾
昇
価
の
突
施
に
関

わ
る
多
様
な
課
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
案

を
荏
委
員
会
に
向
け
て
行
い
、
女
f
大
学
の

教
育
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
し
て
い

る

「フィガロの結婚」の一場面
学長、山田知事、
の各氏

左から片山傳生副学長、ハ
立石理事長、河合町



(
グ
ラ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
同
志
社
女
f
大
学

京
業
生
)
に
講
演
い
た
だ
い
た
氏
は
浦、ー

ブ
ル
ー
」
と
し
て
註
門
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
行

名
で
あ
り
、
同
内
外
尋
名
な
施
設
に
そ
の
作

品
が
あ
る
発
想
を
大
功
に
、
夢
を
持
っ
て
什

亊
を
す
る
女
性
は
卸
き
、
家
庭
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
、
 
H
標
に
向
か
っ
て
蛾
小
的
に
生
き
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

目
に
も
鮮
や
か
な
新
緑
に
囲
ま
れ
た
チ
ャ
ヘ
ル

で
礼
拝
を
守
り
、
参
加
者
貌
人
は
」
需
を
深
め

て
、
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の

口
の
允
共
し
た
ひ
と
時
を
過
こ
し
た

1
月
円
口

●
始
業
式

1
月
N
H

●
中
学
校
入
試

5
3
7
人
中
欠
席
は
騏
人
。
入
試
成
績
で
は
、

久
々
に
男
子
の
方
が
上
位
で
あ
っ
た
。

第
郭
回
高
校
卒
業
式

3
月
7
日

女
f
生
徒
の
振
袖
姿
も
定
着
し
て
き
た
。
卒

業
生
人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
ぴ
あ
げ
、
 
2
時

問
近
く
を
か
け
た
式
と
な
っ
た
。

第
舗
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

大
阪
大
会
で
本
校
の
生
徒
が
最
優
秀
3
編
に

選
ば
れ
た
 
2
年
生
の
占
田
鴨
司
君
が
大
阪
法

務
局
長
賞
に
「
祖
母
の
笑
顔
で
 
1
年
生
の

北
村
昌
大
君
が
毎
Π
中
学
生
新
聞
賞
(
毎
日
新

聞
社
)
に
「
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
メ
ダ
ル
」

で
 
2
年
生
の
山
本
明
日
香
さ
ん
が
産
経
新
聞

社
賞
に
「
Π
い
杖
」
で

3
打
円
U

中
学
新
入
生
登
校
日

2
4
9
人
が
出
席
。

教
職
員
会
議

4
月
6
日

旧
高
校
3
年
生
が
宝
塚
音
楽
学
校
に
合
格

大
学
に
は
退
学
浦
を
提
出
し
た
こ
と
が
判
明
し

た
、
と
の
報
告
な
ど
が
あ
っ
た
。

説
の
時
問

4
月
松
日

新
小
学
1
年
よ
り
始
業
前
の
読
書
の
時
問
を

高
等
学
校

今
年
の
冬
は
異
常
な
大
雪
に
見
獅
わ
れ
、

例

午
だ
と
睿
の
陽
射
し
で
弔
,
焼
け
を
気
に
し
な
が

ら
愉
し
む
憾
で
の
学
校
ス
キ
ー
も
、
真
冬
並

み
に
寒
さ
対
策
を
し
て
豁
名
の
生
徒
が
参
加
し

ナ

3
打
円
Π

●
卒
業
式

第
認
川
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
 
3
9
0
人
の

生
徒
が
母
校
を
巣
立
っ
た
特
に
、
 
3
年
問
無

遜
刻
、
無
欠
課
、
無
欠
席
、
礼
仟
も
す
べ
て
出

席
し
た
生
徒
豊
埜
な
努
力
を
顕
彰
し
、
校
祖

新
E
裂
の
『
庭
上
之
寒
梅
に
例
ん
で
股
け

ら
れ
た
「
寒
梅
賞
」
の
受
賞
者
は
6
人
を
数
え
、

卒
業
後
も
時
流
を
越
え
て
「
あ
え
て
果
,
に
逆

ら
っ
て
花
開
こ
う
と
す
る
寒
梅
」
に
似
た
生
き

方
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
北
さ
れ

ナ

遠
足

5
刃
2
U

郡
、
や
Π
小
都
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
行
き
先
と

し
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
計
画
を
立
て
・
器
す
る
速

足
も
今
冬
の
畢
饗
象
の
影
瓣
を
受
け
、
近
江

今
津
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
行
っ
た
数
ク
ラ
ス
は
、

思
い
も
か
け
ぬ
残
雪
が
広
が
っ
て
い
る
光
景
を

門
に
し
、
肌
寒
い
天
候
の
な
か
、
火
の
同
り
を

囲
む
よ
う
に
し
て
、
焼
き
そ
ぱ
や
バ
ベ
キ
ユ
ー

な
ど
を
作
り
、
温
^
い
^
^
に
一
口
^
^
く
よ
う

な
状
態
だ
っ
た

花
の
日
礼
拝
・
施
設
訪
問
 
6
月
1
S
2
U

庭
の
花
を
搾
げ
て
く
だ
さ
い
と
生
徒
に
呼
ぴ

か
け
、
集
ま
っ
た
花
を
壇
上
に
捧
げ
、
自
然
の

芙
し
さ
、
命
の
輝
き
を
た
た
え
る
花
の
日
礼
仟

今
年
は
佗
の
数
も
多
く
、
放
課
後
は
そ
の
花
を

携
え
て
バ
プ
テ
ス
ト
・
ホ
ー
ム
を
生
徒
有
志
ら

即
余
名
で
訪
問
ホ
ザ
ナ
・
コ
ー
ラ
ス
部
員
が

こ
の
U
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
宗
教
曲

を
数
曲
歌
う
と
、
こ
老
人
た
ち
や
職
員
の
方
た

ち
も
し
ば
し
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
イ
の
芙
し
さ
に
聞

き
ほ
れ
、
夢
の
よ
う
な
穏
や
か
な
時
を
過
こ
さ

れ
て
い
た

、
、
イ

学
校
ス
キ
ー

さ
し
作
「
き
ら
め
く
星
座
1
昭
和
オ
デ
オ
、
蚕

物
請
1
」
を
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
で
2

3
年
生
が
鯱
賞
第
2
次
世
界
大
戦
前
夜
東

京
浅
萃
の
小
さ
な
レ
コ
ー
ド
店
「
オ
デ
オ
ン
堂
」

を
舞
台
に
、
戦
,
に
突
き
進
む
.
階
い
時
代
に
も

禁
じ
ら
れ
た
明
る
い
歌
市
が
糾
く
。
戦
後
釦
年

の
△
(
一
寝
生
は
ど
ん
な
思
い
で
、
押
し
寄
せ

る
時
代
の
波
に
抵
い
な
が
ら
ひ
た
む
き
に
生
き

抜
い
た
加
民
群
像
を
兄
た
だ
ろ
う
か

1
年
ク
ラ
ス
合
宿

7
打
B
S
N
n

「
寝
食
を
共
に
し
、
語
り
合
い
」
を
通
し
て

ク
ラ
ス
の
親
睦
を
凶
る
H
的
で
、
ク
ラ
ス
こ
と

に
実
行
委
貝
が
計
画
今
年
は
出
発
前
に
令
ク

ラ
ス
が
チ
ャ
ペ
ル
に
集
ま
り
、
礼
井
を
行
い

、

大
塚
校
長
が
「
ク
ラ
ス
で
合
補
を
す
る
意
味
」

の
奨
励
を
し
た
あ
と
、
カ
レ
ッ
、
シ
・
ソ
ン
グ
と

応
援
歌
の
練
習
を
し
、
行
き
先
は
述
っ
て
も
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
先
に
向

か
つ
て
い
つ
た

●
ウ
エ
ス
リ
ー
交
換
留
学フ

"
幻
Π
S
8
月
7
H

叫
作
Π
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
メ
ル
ボ

ル
ン
の
ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ヅ
ジ
と
の
佃
例
行

今
年
は
卯
名
を
越
え
る
生
徒
が
応
募
し
、

一
1ヨ男

十
4
名
、
女
子
5
名
が
木
校
を
代
表
し
て
渡

豪
す
る

3
打
捻
S
玲
日

詞

球
技
大
会

6
H
7
Π

教
育
突
習
の
期
問
中
行
わ
れ
る
球
技
大
会
は

や
っ
と
初
夏
ら
し
い
陽
射
し
に
恵
ま
れ
、
緑
濃

い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
、
比
叡
山
の
姿
に
似
た

フ
エ
ア
ー
プ
レ
ー
を
ク
ラ
ス
対
抗
で
繰
り
広
げ

た
午
後
に
な
る
と
、
下
校
時
の
W
志
社
小
学

校
の
児
童
た
ち
が
金
網
越
し
に
河
愛
い
声
援
を

送
っ
て
い
た
。

7
月
円
日

団
体
鑑

劇
団
京
芸
創
立
郭
周
年
記
念
公
演
、
井
上
ひ

復
活
し
た
。
欠
席
、
遅
刻
が
小
ノ
な
く
な
る
こ
と
、

授
業
の
始
ま
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
を
ね

ら
つ
て
い
る

中
学
1
年
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

4
月
円
Π
S
討
口

岡
山
県
美
作
市
奧
湯
ノ
郷
で
実
施
。
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ク
ラ
ス
別
活
動
(
柵
原
鉱
道
跡

見
学
、
備
前
焼
実
習
、
イ
チ
ゴ
狩
)
な
ど
を
行

つ
た

5
月
詑
日

新
人
教
職
員
歓
迎
会

本
年
は
専
任
で
教
員
3
人
、
職
員
1
人
の
採

用
が
あ
り
、
講
師
の
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
親
睦
を
深
め
た
。

5
月
器
日
S

教
育
実
習

本
校
が
高
校
か
ら
共
学
に
し
た
女
十
一
期
生

を
含
め
N
人
を
教
育
実
習
生
と
し
て
受
け
入

れ
、
中
学
、
高
校
に
分
か
れ
て
教
壇
に
立
っ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

5
門
器
H

入
試
説
明
会
、
施
設
見
学
、
体
験
授
業
と
あ

り
、
約
1
2
0
0
人
が
参
加
授
業
は
今
年
は

6
年
生
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
例
年
以
上
に

熱
気
が
あ
っ
た
。

体
育
祭
一
局
校
5
月
釦
日
、
中
学
5
月
別
U

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
何
か
と
と
ま
ど
っ
た
が
、
周
4
0

O
m
で
の
り
レ
ー
は
な
か
な
か
迫
力
が
あ
っ

ナ

香
里
中
高

一
一
'

冷

0
0
仂
王
Φ
工
》
抑
m
力
0
刀
↓
 
3

「バプテスト・ホーム」を訪問した生徒たち



女
子
中
高

卒
業
式

2
月
W
円

高
校
卒
業
式

3
月
り
ロ

中
学
卒
業
式

中
学
、
高
校
別
々
に
卒
業
式
を
h
つ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て
巣
立
っ
て
い
っ

ナ

6
月
N
e

文
化
祭
企
画
提
出

今
年
は
、
香
真
館
で
の
劇
の
希
望
が
多
く
抽

選
で
決
め
る
と
い
う
'
も
出
て
い
る

期
末
考
査

7
打
3
e
S
8
0

高
校
3
年
は
6
月
訟
日
よ
り
始
ま
っ
た

T
O
E
1
C
、
模
擬
試
験

7
月
Π
口

一
将
3
年
生
は
↓
0
四
δ
、
一
寝
2
年
生
は

模
擬
貳
験
に
挑
戦
し
た

◆

修
学
旅
行

小
一
 
2
年
生
は
、
 
3
月
帽
S
即
Π
の
2
泊
3

日
の
日
程
で
九
州
長
崎
方
面
に
、
一
尚
校
2
年

生
は
、
 
3
月
怜
S
討
日
の
3
泊
4
日
の
日
程
で

沖
縄
に
修
学
旅
行
を
実
施
し
た
。

●
ス
キ
ー
学
舎

3
月
帽
S
訟
日
ま
で
高
校
1
年
生
の
希
望
者

を
対
象
に
、
北
志
賀
、
竜
王
で
ス
キ
ー
の
講
習

会
を
実
施
し
た
。

入
学
式

4
打
7
Π

中
学
校
2
4
6
人
、
高
等
学
校
2
6
4
人
を

迎
え
、
入
学
式
を
行
っ
た

4
月
即
口

●
女
子
部
創
立
記
念
日

女
子
部
創
立
1
2
6
周
年
の
四
一
礼
拝
を
も

つ
た
。
礼
拝
の
特
別
誠
師
に
は
西
が
丘
教
会
牧

師
奈
良
い
ず
み
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
こ
こ
ろ

を
、
常
に
上
げ
よ
」
と
題
し
て
、
奨
励
を
し
て

い
た
だ
い
た

春
季
遠
足

5
月
捻
Π

中
学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
が
各
学
年
こ

と
に
遠
足
を
行
い
、
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
た
。

5
月
恰
S
N
e

中
学
1
年
生
修
養
会

ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
で
、
「
同
志
社
で
学

ぶ
」
 
1
向
分
を
見
つ
め
、
友
達
を
理
解
し
て
、

隣
人
に
な
ろ
う
ー
を
主
題
に
し
て
修
養
会
を
も

つ
た
。
修
養
会
を
通
し
て
同
志
社
に
学
ぶ
意
義

を
考
え
た
。

国
際
交
流

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
に
あ
る
ヌ
エ

ー
バ
校
と
の
交
流
で
春
休
み
に
本
校
生
徒
が
現

地
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
、
 
5
月
6
S
B
日
ま

で
ヌ
エ
ー
バ
校
生
9
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、

本
校
へ
体
験
入
学
し
た
。
文
化
交
流
し
、
な
こ

や
か
な
時
を
過
こ
し
た

●
母
の
日
礼
拝

5
月
円
日
は
母
の
日
礼
拝
を
も
っ
た
。
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
販
売
の
収
益
金
お
よ
ぴ
募
金
は
ハ

ン
セ
ン
病
救
済
団
体
の
好
善
社
と
弓
国
)

、
)
勺
受
に
送
っ
た

球
技
大
会

一
局
校
生
は
5
月
Π
Π
、
中
学
生
は
6
月
討
日

に
、
球
技
大
会
を
実
施
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

゛
、ノ

ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

゛
、ノ

ト
ボ
ー
ル
に
と
覇
を
競
っ
た
中
学
、
一
局
校
と

も
倫
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
一
口
を
過
こ
し

¥
ト

詞

↓

一
亀
側

.
.

璽
'

1

,

処

亀
八

会建
曼

は
花
を
持
ち
寄
っ
て
、
飾
り
、
花
の
日
の
礼
拝

を
も
っ
た
。
そ
の
日
の
午
後
花
と
募
金
を
持

つ
て
、
京
都
市
内
を
中
心
と
す
る
養
護
施
設
、

老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、
保
育
園
等
財
力
所
を
一
局

校
1
年
生
が
劼
問
し
、
交
流
を
も
っ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
月
財
H

本
校
初
め
て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
実
施
。
参
加
者

は
午
前
の
部
、
 
6
4
1
組
、
午
後
の
部
2
8
1

組
授
業
体
験
、
ク
ラ
ブ
・
施
設
見
学
を
行
っ

ナ

1

゛

ナ

6
月
N
n

芸
鑑

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
末
廣
誠
指

押
、
京
都
市
交
瓣
楽
団
に
ょ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
を
鑑
賞
し
た
曲
目
は
、
ド
ビ
ユ
ッ
シ
ー

「
小
組
曲
」
、
ギ
タ
ー
独
奏
に
鈴
木
大
介
を
迎
え

て
の
ロ
ド
リ
ー
ゴ
「
ア
ラ
ン
フ
エ
ス
協
奏
曲
」
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
交
等
曲
第
引
番
盆
調
ジ

ユ
ピ
タ
ー
」

花
の
日
礼
拝

6
H
巧
H
に
は
聖
歌
隊
の
合
唱
、
ハ
ン
ド
ベ

、ノ

ル
の
演
奏
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
も
ち
、
玲
日
に

¥

、
'
一

,

3
月
⑳
日

3
司
n
e

学
ぴ
舎
を
巣
立

1
J

.

、

国
際
中
高

3
河
N
S
Π
日

高
等
学
校
2
年
生

が
沖
縄
の
各
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
 
1
年

問
か
け
て
十
分
に
築
き
あ
げ
て
き
た
「
平
和
学

習
」
の
集
大
成
と
し
て
現
場
で
瑪
岫
し
、
自
分

た
ち
の
思
い
を
「
'
平
和
盲
言
」
に
託
し
た
。

入
学
式

4
月
6
日

●
宿
泊
研
修
中
〕
穫

5
刀
1
・
2
0

一
局
等
学
校
 
5
月
8
 
・
 
9
日

新
入
生
た
ち
が
、
同
志
社
で
学
ぶ
こ
と
の
意

味
を
考
え
な
が
ら
、
新
し
い
友
達
と
共
に
生
き

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
 
2
日
目
に
は
校
祖
墓
参
を

行
い
、
入
学
と
学
校
生
活
の
決
恵
を
校
祖
の
墓

前
に
報
告
し
た

中
学
校
遠
足
・
高
等
学
校
球
技
大
会5

月
玲
日

●
中
学
合
唱
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
2
月
3
日

恒
例
に
な
っ
た
京
田
辺
市
の
一
人
暮
ら
し
の

老
人
の
会
「
む
つ
み
」
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
華
や
か
な
な
か
に
も
心
温
ま
る
楽
し
い
一

口
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ス
全
員
で
工
夫
を
凝
ら
し
、

ク
ラ
ス
最
後
の
催
し
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

卒
業
式

し

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
刀
↓
 
5

中
学
校

高
等
学
校

そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
を
胸
に
、

つ
て
行
っ
た

研
修
族
行

小
学
2
年
生
が
長
崎
の

弔^
"・、・冗胤河

^層
球技大会のーコマ。バレーボールで奮闘する高校生

.

,,,

^

中学1年生の遠足におけるソーセージ作り

人工芝グラウンドでの体育祭(向かって右は第2体育館)



前
日
が
雨
で
延
期
と
な
り
心
配
さ
れ
た
が
、

よ
い
犬
候
急
ま
れ
楽
し
い
1
日
と
な
っ
た

史
子
校
は
学
年
こ
と
に
U
的
地
を
か
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
初
夏
の
1
U
を
需
大
し
た

一
寝
生
は
思
慰
い
の
ク
ラ
ス
T
シ
ャ
ツ
を

揃
え
、
優
勝
を
日
ざ
し
て
頑
怯
っ
た
休
Π
も

返
士
し
て
練
習
を
し
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

セ
ク
シ
ユ
ア
リ
テ
ィ
に
閲
す
る
講
演
会

5
月
討
日

自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
向
分
と
同
じ
く

ら
い
他
者
を
大
切
に
す
る
こ
と
性
の
問
題
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
の
生
徒
が
向
か
い
あ
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
礼
会

的
な
基
盤
を
成
す
人
椛
問
題
で
も
あ
る
。
講
演

会
は
講
師
の
穏
や
か
な
語
り
口
の
小
に
も
厳
粛

な
雰
岡
気
に
包
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
が
深
い
思

い
を
抱
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

オ
ー
ブ
ン
ス
ク
ー
ル

5
月
N
n

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
矧
み
と
し
て
行

わ
れ
た
木
校
の
特
色
あ
る
授
業
や
学
校
開
放

な
ど
に
1
0
0
人
を
越
え
る
生
徒
・
保
護
者
が

来
校
し
た
。
半
日
の
短
い
時
問
で
あ
っ
た
が
お

お
む
ね
好
評
で
、
生
徒
た
ち
も
満
足
し
て
く
れ

た
よ
う
で
あ
つ
た
。

国
際
交
流

今
年
度
も
世
界
名
国
か
ら
多
く
の
友
人
た
ち

が
本
校
を
訪
れ
、
有
意
義
な
交
流
が
行
わ
れ
た

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流

.

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
代
表
チ
ー

.

ム
と
の
国
際
親
盖
拠
口
(
サ
ッ
カ
ー
部
)

ま
た
、
本
校
生
徒
た
ち
も
海
外
研
修
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。
主
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
・
サ
マ
ー
セ
ッ

.

シ
ョ
ン
へ
の
参
加

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ヨ
)
ヨ
=
Φ
「
m
-

.

ヌ
エ
ー
バ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加

.

(
シ
ョ
ー
ト
礼
拝
)

0
0
の
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
工
↓
 
7

塚
本
湘
一

一
イ
エ
ス
続
を

流
さ
れ
た
」

浜
本
京
子

「
主
,
に
妥
な
こ
と
を

兄
分
け
ら
れ
ろ
よ
う
に
一

小
笠
原
純

{
そ
う
し
て
知
っ
希
み
が

木
た
に
僕
を
支
え
て
い
る

遠
藤
勇
司

「
エ
ッ
ケ
ホ
モ
」

上
内
鏡
子

「
吊
挑
し
い

こ
と
」

慎

大
塚

「
共
に
牛
き
る

た
め
に
」

米
加
田
周
子

王
リ
、
エ
リ
、
レ
マ
、

サ
パ
ク
タ
三

塚
本
潤
一

孑
エ
ス
の
愛
し
た

数
'
」

中
学
校

中
学
校

2
月
N
口

合
唱
祭

1
年
を
締
め
く
く
る
毎
年
恒
例
の
合
叫
祭
で

は
各
ク
ラ
ス
が
叡
噛
す
ぱ
ら
し
い
介
唱
を
披

鋸
し
た

卒
業
式

3
H
円
H

卒
業
生
3
2
3
人
(
女
子
1
6
5
人
男
子

1
5
8
人
)
。
今
年
は
、
暦
の
関
係
で
日
曜
日

午
後
と
な
っ
た
卒
業
式
式
後
体
育
館
で
卒

業
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
訪
問

3
刀
舗
Π
S
4
月
2
U

m
作
の
佃
例
と
な
っ
た
春
の
ヌ
エ
ー
バ
ス
ク

ー
ル
山
問
に
は
男
女
各
4
人
、
計
8
人
の
生
徒

か
会
加
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
授
業
参
加
な
ど
、

有
意
義
な
交
流
を
行
っ
た

入
学
式

4
月
5
0

新
入
生
2
9
3
人
(
女
子
1
5
2
人
、
男
f

1
4
1
人
)
今
年
度
新
入
生
か
ら
ー
ク
ラ
ス

の
定
員
が
従
来
の
卯
人
か
ら
豁
人
と
な
っ
た

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
キ
ャ
ン
プ

.

4
月
円
S
幻
日

創
立
者
墓
参

近
江
八
幡
国
民
休
暇
村
で
1
泊
2
日
の
キ
ャ

ン
プ
と
創
立
者
の
墓
参
を
2
期
に
分
け
て
行
っ

た
。

遠
足

4
月
別
口

2
年
生
は
滋
賀
県
、
琵
琶
湖
畔
の
松
の
浦
キ

ヤ
ン
プ
場
で
、
 
3
年
生
は
滋
賀
県
希
望
ケ
丘
で

飯
盆
炊
暴
を
行
い
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の
親
睦

を
深
め
た

ヌ
エ
ー
バ
ス
ク
ー
ル
生
と
の
交
流

5
月
8
S
n
e

ヌ
エ
ー
バ
生
の
本
校
訪
問
も
早
6
回
目
と
な

り
、
今
同
は
男
子
6
人
、
女
子
2
人
が
木
校
生

徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、
約
1
週
問
授
業
や

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
た
ま

た
Ⅱ
日
に
行
わ
れ
た
冬
》
ロ
)
天
口
 
Z
-
0
工
↓
で

和
太
鼓
演
奏
な
ど
も
体
験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
と
も
に
楽
し
い
時
を
持
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス

6
月
3
0

今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
小
学
生

と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
約
2
6
0
0
人
の
参
加

詞

弊

が
あ
っ
た
礼
仟
体
験
や
授
業
体
験
、
人
試
相

談
の
コ
ー
ナ
ー
、
ク
ラ
ブ
Π
ル
学
な
ど
多
彩
な
メ

ニ
ユ
ー
で
木
校
の
教
育
内
容
を
紹
介
ど
の
コ

ー
ナ
ー
も
盛
況
で
、
授
業
体
験
な
ど
で
は
教
室

に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た

春
季
宗
教
週
間

6
刀
5
S
9
H

各
日
の
講
帥
お
よ
び
奨
励
遡
は
、
別
表
磊
一

9
日
花
の
Π
礼
拝

花
の
日
礼
拝
に
持
ち
寄
ら
れ
た
多
く
の
花
を

持
っ
て
、
生
徒
草
心
が
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
船
岡
寮
」
を
訪
問
し
、
ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部

や
宗
教
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
の
歌
や
淡
奏
、
ピ
ー
ス

リ
ン
ク
部
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
星
な
ど
を
行

い
交
流
し
た
。

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
英
語
暗
唱
大
会 0

岡
崎
菜
佳
子

「
下
」

伊
勢
富
士
夫

愛
さ
れ
て
い
る
!
」

遠
藤
勇
司

「
人
の
J
う
こ
と
を

い
ち
い
ち
気
に
す
ろ
な
」

塚
本
潤
一

二
締
に
喜
ん
で

ご
さ
い
」

会

2
0
0
6
年
度
5
中
高
『
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』

a

゛

"

6
"
5
H
(
打
)
 
6
"
6
Π
(
火
)
 
6
"
7
H
(
水
)
 
6
同
8
日
(
木
)

伊
勢
富
士
夫
塚
本
潤
一

大
塚
慎

中
学
み
ん
な
て
、
い
っ
し
'

三
0
く
巾
イ
0
亡
ヨ
0
「
Φ

元
个
な
井
、
と
は
ご
 
9
男
呑
仁
亘
Φ
ヨ
Φ
一

t
き
る
た
め
に
」

C

塚
本
潤
一

純

小
笠
原

岡
崎
岳

一
そ
う
し
て
知
っ
た
柿
み
が
「
二
9
乏
0
仁
ヨ
9
巾

高
校

尻
r
九
ち
と
ぺ
ド
ロ
に
」

小
だ
に
僕
を
,
X
え
て
い
る
」
ヨ
当
一
0
Ξ
0
く
Φ
ヨ
Φ
.
」

真
下
潤

(
シ
ョ
ー
ト
礼
仟
)

中
学
(
シ
"
ー
ト
礼
拝
)

船
そ
れ
る
と
い
う
こ
と

真
下
湘

(
シ
ョ
ー
ト
礼
昇
)

高
校

一
お
そ
れ
る
と
い
う
こ
と

横
山
順
一

「
消
し
ゴ
ム
よ
り

も
ぺ
ン
」

塚
本
潤
一

三
0
高
さ
仁
ヨ
0
示

ヨ
劣
呑
に
一
0
く
Φ
ヨ
Φ
.
」

誰
帥
細
介
(
A
B
C
噸
、
敬
称
略
)

述
藤
勇
司
(
"
本
キ
リ
ス
ト
教
団
高
の
原
教
会
牧
帥
)
、
 
W
小
旭
(
関
仙
学
陟
q
学
部
牙
教
1
"
)

浜
木
来
了
(
Π
本
バ
プ
テ
ス
ト
迎
慌
慢
療
団
Π
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
チ
ャ
プ
レ
ン
)

伊
勢
高
上
大
(
H
本
キ
リ
ス
ト
教
川
.
ス
満
教
会
牧
帥
)
、
 
k
内
鏡
f
 
(
H
本
キ
リ
ス
ト
教
団
神
j
イ
エ
フ
団
教
会
牧
帥

奥
.
ト
湘
(
Π
水
キ
リ
ス
ト
教
団
品
之
内
教
会
牧
帥
)
、
小
笠
.
腺
純
(
Π
ポ
キ
リ
ス
ト
教
川
商
槻
H
h
"
台
教
会
牧
師
)

岡
岫
"
襟
f
 
(
Π
ポ
キ
リ
ス
ト
教
川
止
教
帥
)
、
岡
岫
岳
介
木
キ
リ
ス
ト
教
団
h
偽
教
会
牧
帥
)

人
塚
快
(
Π
ポ
キ
リ
ス
ト
教
団
了
治
教
会
牧
師
)
、
塚
本
潤
一
(
Π
水
キ
リ
ス
ト
教
器
岫
教
分
牧
帥
)

奥
則
(
Π
木
キ
リ
ス
ト
教
団
'
羽
教
会
牧
帥
)
、
横
山
順
(
H
木
キ
リ
ス
ト
教
げ
h
橘
教
会
牧
帥
)

米
加
Ⅲ
別
f
 
(
Π
ポ
キ
リ
ス
ト
教
団
羊
ケ
畍
教
会
牧
師
)

上
内
鏡
子

「
怒
り
、
涙
、
・
/
U
ぴ
」

6
打
器
U

6
乃
器
H

桐
島
旭

中
学

「
希
望
を
も
っ
て

喜
ぶ
」

山
田
真
理

高
校

「
Ⅷ
い
を
取
り
除

い
て
」

塚
本
潤
一

高
等
学
校
三
緒
に
冉
ん
で

く
だ
さ
い

6
"
9
Π
(
分
)

岡
崎
菜
佳
子

「
下
」

横
山
順
一

-
t
せ
な
驫
腔
で

小
そ
う
よ
ー

国際中高

オープンキャンパスでのLL教室授業風景

香里中高 女子中高



小
学
校

3
刀
関
Π

開
校
式

^
^
^
^
田
^
^
^
^
^
^
力
門
〕
.
f
^
^
ノ
リ
ー

ナ
(
体
育
館
)
で
開
催
さ
れ
た
小
学
校
の
ホ

ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部
が
澄
み
き
っ
た
六
で
賛
戈
歌

や
小
川
穫
椴
歌
を
合
唱
し
、
開
校
に
花
を
添
え

て
く
れ
た
。
開
校
式
・
校
企
"
見
学
に
引
き
続
き
、

小
学
校
校
門
前
鉦
て
ら
れ
た
良
心
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。

式
後
、
京
都
宝
ケ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、

給
食
の
試
食
を
兼
ね
た
開
校
式
祝
燮
本
が
開
か

れ
た
。
席
上
、
校
歌
作
詞
者
の
詩
人
・
<
介
川
俊

太
郎
氏
が
同
志
礼
小
学
校
で
育
つ
f
ど
も
た
ち

へ
の
思
い
を
込
め
て
、
校
歌
の
歌
詞
を
則
毓
さ

れ
た

4
円
川
Π

●
入
学
式

小
雨
の
降
る
小
、
 
1
年
生
卯
人
、
 
2
 
・
 
3
年

生
各
釦
人
の
計
1
5
0
人
が
、
保
護
者
と
と
も

に
初
登
校
し
た
。

人
学
式
で
は
、
鈴
木
直
人
校
長
が
、
歓
迎
の

気
持
ち
を
込
め
、
,
H
ら
兇
童
一
人
ひ
と
り
の
名

前
を
"
人
し
た
f
ど
も
讃
美
歌
集
を
下
渡
し

た
 
f
ど
も
た
ち
は
感
激
し
た
面
持
ち
で
受
け

取
り
、
式
で
は
、
そ
の
讃
美
歌
集
を
使
い
令
員

で
賛
美
歌
を
歌
っ
た
全
て
が
新
し
い
同
志
社

小
学
校
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
記
念
す
べ

き
1
日
と
な
つ
た

校
祖
墓
多
と
遠
足

5
"
Ⅱ
日

こ
の
活
動
は
学
年
を
赳
え
た
縦
割
り
班
で
行

わ
れ
た
(
ち
な
み
に
小
学
校
で
は
こ
う
し
た
縦

割
り
班
で
の
活
動
を
「
ワ
イ
ル
ド
ロ
ー
バ
ー
活

動
」
と
呼
ん
で
い
る
)
校
机
新
島
襄
の
墓
前

で
は
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
暫
裂
の
墓
前
だ
け

で
な
く
、
向
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
名
前
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
工
曾
巳
(
ハ
ー
デ
ィ
ー
)
の
お

話
を
陶
い
た
り
、
口
印
く
易
(
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
)
や

§
3
Φ
ユ
(
一
フ
ー
ネ
ッ
ド
)
の
墓
前
で
下
を

あ
わ
せ
祈
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
感
動
的
で
さ

え
あ
つ
た
。

そ
の
後
、
縦
割
り
班
こ
と
に
遠
足
に
出
発
し

た
。
行
き
先
や
活
動
内
容
は
、
班
の
中
心
で
あ

る
3
年
生
が
老
え
た
。
 
3
年
生
は
貰
任
を
持
っ

て
ー
・
2
年
生
を
り
ー
ド
し
て
い
た

同
志
社
タ
イ
ム

子
ど
も
た
ち
に
多
様
な
体
験
を
さ
せ
る
た

め
、
大
学
の
全
面
的
な
支
援
に
ょ
る
同
志
社
タ

イ
ム
が
2
同
開
催
さ
れ
た
 
1
回
目
は
5
月
8

口
大
学
文
学
部
山
用
和
人
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
、
大
蔵
流
狂
[
師
木
村
正
雄
先

生
や
観
世
流
シ
テ
方
井
上
裕
久
先
生
が
「
狂
言
」

や
「
能
」
で
新
島
襄
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
日
木
の
伝

統
芸
能
に
触
れ
な
が
ら
誓
精
神
の
真
髄
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
1
日
だ
っ
た

2
回
目
は
6
月
羽
日
大
学
応
援
団
に
来
校
し

て
い
た
だ
い
た
。
応
援
団
指
導
部
の
迫
力
の
あ

る
応
援
き
ぴ
き
ぴ
と
し
た
動
き
の
チ
ア
リ
ー

タ
ー
楽
譽
紹
介
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
吹
奏
楽

部
小
学
生
も
保
護
者
も
声
を
は
り
あ
げ
緒

に
歌
っ
た
屡
早
萌
え
て
」
や
「
カ
レ
ヅ
ジ

ソ
ン
グ
」
「
小
学
校
校
歌
」
 
1
校
舎
中
に
等
き

わ
た
る
そ
の
歌
声
は
、
ま
さ
に
同
志
社
人
の
一

体
感
を
感
じ
さ
せ
る
感
動
的
な
も
の
で
あ
っ

ナ

ダ
ン
ス
や
寸
劇
な
ど
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
そ

の
H
に
誕
生
U
を
迎
え
た
剛
児
と
父
雄
・
教
員

が
外
食
を
共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
口
ー
ソ
ク
を
つ

け
て
お
祝
い
し
た
(
延
打
1
川
行
わ
れ
る
)

団
体
鑑

打
即
日

1

令
剛
児
で
バ
ス
に
乘
り
、
「
ピ
ノ
キ
オ
」
人

形
劇
を
観
に
行
っ
た

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
エ
ス
タ
(
バ
ザ
ー
)

2
j
4
Π

バ
ザ
ー
委
員
(
保
没
者
)
を
小
心
に
、
親
睦

を
Π
的
に
幼
稚
剛
で
行
わ
れ
た
鬮
児
は
、

餅

つ
き
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
、
陶
二
な
ど
を

楽
し
ん
だ

参
観
日

2
」
6
S
円
Π

n
山
遊
ぴ
、
ク
ラ
ス
の
設
定
保
ム
ロ
の
様
f
を

保
護
者
力
参
観
し
た

人
形
劇
鑑
賞

2
刀
器
Π

全
倒
児
で
人
形
劇
を
観
て
楽
し
い
時
を
過
こ

し
たマ

ラ
ソ
ン
大
会

3
刀
1
H

僻
叫
者
の
応
援
の
巾

令
園
児
で
鴨
川
の
k

下
を
マ
ラ
ソ
ン
し
た
。

移
動
動
物
園

3
打
2
H

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
ウ
サ
ギ
や
ア
ヒ
ル
、
サ

ル
な
ど
の
動
物
が
や
っ
て
き
て
、
園
庭
で
厶
南

児
が
動
物
と
の
触
れ
介
い
を
楽
し
ん
だ

卒
圓
お
茶
会
(
年
長
組
)

3
1
6
0

一
認

幼
稚
園

ミ

1
月
帽
日

お
誕
生
日
会

午
前
中
全
園
児
と
教
諭
が
歌
を
歌
っ
た
り
、

、
、

"

,

年
長
組
"
人
の
園
児
が
卒
園
証
書
を
受
け
取

り
、
お
別
れ
の
一
長
や
歌
を
歌
っ
た
。

入
園
式

4
月
捻
日

三
歳
児
即
人
が
人
園
。

4
]
巧
日

イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝

全
園
児
で
イ
ー
ス
タ
ー
の
烹
叩
を
聞
き
、
ゆ

で
卵
を
持
ち
僻
っ
て
お
祝
い
し
た
。4

月
怜
S
紛
口

懇
談
会

5
月
肪
口

遠
足

年
少
紲
は
親
f
で
、
年
中
・
年
長
組
は
ク
ラ

ス
毎
に
植
物
園
へ
遠
足
に
出
か
け
た
。

参
観
日

6
月
1
S
7
日

花
の
日
礼
拝

6
月
9
0

園
児
た
ち
が
花
を
持
参
し
、
感
謝
の
礼
拝
を

.
丁
つ
た

個
人
面
談

6
月
栓
S
羽
Π

年
少
・
年
小
組
と
年
少
組
の
希
望
者
を
対
象

こ
丁
つ
た

健
康
診
断
内
科

5
月
9
日

6
月
N
e

歯
科

耳
鼻
科
 
6
月
玲
日

検
尿

●
茶
話
会

年
長
組

6
月
巧
日

年
少
桃
組

6
月
詑
日

年
巾
組

6
月
釘
・
舗
日

0
-

紫
組
の
馴
ル
が
一
年
間
の
茶
遭
の
お
稽
占
の

お
点
前
を
保
護
者
に
撃
路
し
た

園
外
保
育

3
打
フ
ロ

年
長
組
の
刷
ル
が
「
防
災
セ
ン
タ
ー
」

三
ノ
ー

を
訪
ね
安
令
に
つ
い
て
の
体
験
学
習
を
経
験

し
た卒

園
記
念
礼
拝

3
村
円
Π

作
長
絲
の
親
f
で
巾
学
チ
ャ
ヘ
ル
に
て
卒
園

の
礼
H
を
行
っ
た

卒
園
式

」
{

O
o
m
工
一
m
l
>
刀
m
で
0
刃
↓

3
1
玲
日

ノ

校歌の歌詞を朗読する
谷川俊太郎氏

熊ソ 、、
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移動動物園での楽しいひと時




